
協 定 企 業 名 電源開発株式会社 

開 催 日 時 平成２５年１１月２９日（金曜日） 

開 催 場 所 安芸郡安田町東島 森林整備公社営林地 

主な参加者・人数 安田中学校 2 年生、引率教員、電源開発株式会社社員、森林整備公社、安田

町、高知県                       約４０名 

交流行事の概要 間伐の体験を通じて森林整備の意義を学ぶため、電源開発株式会社の社員

の皆様と地元・安田中学校の 2 年生が、交流学習を実施しました。 

 開会式を終えた生徒のみなさんは、現地にむかうバスの中で、水源かん養

や土砂の流出抑制などといった森林の機能に関することや間伐の意義につい

て説明を受けました。 

 その後、各自が手鋸とヘルメットを装備し、班ごとに分かれ、薄暗い林地

に入って行きます。林内に入った生徒たちのなかには、不慣れな足場にとま

どって「キャー！」と声を上げる子もいましたが、お互いに声を掛け合いな

がらそれぞれの持ち場へ移動し、いよいよ作業開始です。 

受口の作り方やのこぎりの動かし方などは電源開発㈱の社員さんやスタッ

フに教わりました。生徒たちは班ごとに変わり合いながら 40 分間ほど作業

を行い、作業が終わるころには「何本か伐っただけで森が明るくなったね。」

と話しあっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業の合間に、木々にからまったツタを巻

き取っていた生徒もいました。「帰ったらこ

れでクリスマスリースをつくる！」と話し、

飾り付け用のマツボックリを拾い集めなが

ら森を後にしました。 

 作業終了後は参加者全員で記念撮影です。 

閉会式では代表の生徒から御

礼の挨拶をいただきました。今

回の体験学習を通して、森林整

備の意義や重要性についての理

解が一層深まったようで、大変

有意義な一日となりました。 

 

 

 


